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年度末報告書（資⾦分配団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 5 ⽉ 14 ⽇ 
● 事 業 名 ： 甲信地域⽀援と地域資源連携事業 
● 資⾦分配団体 ： 認定特定⾮営利活動法⼈富⼠⼭クラブ 
 
① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

１．【地域資源の掘り起こし】 
甲信地域で眠っている、埋もれて
いる地域資源を産官学⺠で連携し
て調査し、探し、新しい息吹を加え
て再⽣させるラボが⽣まれる。 

① ⽣まれたラボの数 
② 参加の⼈数（定量） 
③ 参加者の意識変化

（定性） 
ラボ周辺の⼈々の意識
の変化（定性） 

① 受託事業数 1〜2 
② 受託事業数×10 ⼈ 
③ 50％以上の向上 
地域の理解、⽀援増（定性） 

2024 年 3
⽉ 

実⾏団体それぞれが、
他の地域団体・機関と
連携し、講座、ワークシ
ョップ、イベント主催
の な か で 、 地 域 資 源
（⼈、地域産品、ネット
ワーク、⽂化、⾃然等）
の発掘、再⽣に取り組
み中である。 
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２．【⼈が集い、語り、新しい懐か
しい地域を創造する場作り】地域
の歴史、⼈、産業を知り学び、地域
を⼀緒に作っていく活動の場作
り。若者、農業者、地域住⺠、移住
者等が地域資源を発掘、開発して
いくプロジェクトが⽣まれる。 
 

① 活 動 主 体 の ⼈ 数
（定量） 

② 活動主体の意識変
化（定性） 

③ 参加者の層と⼈数
（定量） 

④ 参加者の意識変化
（定性） 

⑤ 新規ビジネスの内
容と経営 

新 規 事 業 の 地 域 の 反
応、影響（定性） 

① １グループ 10 ⼈ 
② 地域への愛情が深くなる（定

性） 
③ 参加者の層と⼈数（定量）50 ⼈ 
地域への理解、地域への信頼 

2024 年 3
⽉ 

実⾏団体それぞれの地
域特性、団体の特性を
活かしながら、拠点（居
場所・フォールド）やコ
ミュニティ機能を整備
中である。ワークショ
ップや活動を通じて、
新しいステークホルダ
ーの巻き込みなどに取
り組んでいる。 
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３．【地域資源を活⽤した提案づ
くり】地⽅の魅⼒的な暮らしを
提案する地域連携事業が創造さ
れ、地域の⾃然資源等を活⽤し
たソーシャルビジネスが⽣まれ
る。 

① 活 動 主 体 の ⼈ 数
（定量） 

② 活動主体の意識変
化（定性） 

③ 多機関ネットワー
クづくり（定量） 

④ コンソーシアムの
中⾝（定性） 

コンソーシアムの経
営（定量） 
 

① 活動主体の⼈数（定量）5〜20
⼈ 

② 地域の再発⾒による愛着信向
上（定性） 

③ 2〜10（定量） 
④ 開催回数と中⾝（定量・定性） 
利益（定量） 

2024 年 3
⽉ 

⻑野県の 2 実⾏団体で
は、地域産品を開発、製
造など、ビジネスにつ
な げ る 取 り 組 み に 着
⼿。⾏政、⼤学、農家、
地域ビジネスとのネッ
トワークや連携を構築
中である。 
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４．【SDGs につながるグリーン
ビジネス創造】地域内の資源循
環の仕組みづくりが創出でき、
グリーンビジネスが⽣まれる。 
 
 

① 活 動 主 体 の ⼈ 数
（定量） 

② 活動主体の意識変
化（定性） 

③ 地域ネットワーク
構築（定量） 

④ ⼈材育成（定量） 
雇⽤数（定量） 

① 活動主体の⼈数（定量）10 ⼈
×1〜3 グループ 

② 資源循環の学び（定性） 
③ 10（⼈・団体） 
④ 25 ⼈ 
2〜3 ⼈ 

2024 年 3
⽉ 

3 団体が、地域循環、資
源循環につながる試み
を活動のなかで⾏って
おり、地域のなかでそ
のしくみの定着、発展
させるためのネットワ
ーク形成に取り組み中
である。 
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【⾮資⾦的⽀援】 
アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

 

地域連携体制の推進。情報・知⾒
共有の促進。 

甲信地域での交流が
すすむ 

資⾦提供団体、実⾏団体、協⼒団
体など、お互いの経験、ノウハウ、
知⾒が共有され活動に役⽴てられ
ている。 

2024 年 3
⽉ 

⾦融機関やシステム開
発企業などとのマッチ
ング、事例や⼿法の情
報提供など団体のニー
ズに合わせて⾏ってい
る。12 ⽉には、⼀般参
加者を交え、甲信地域
での休眠預⾦の活⽤事
例、実⾏団体活動紹介、
地域での認知を⽬的と
した休眠預⾦活⽤フォ
ーラムを実施、団体交
流も⾏った。 

2 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3.⾮資⾦的⽀援の活動に関する報告 
河原部社の拠点整備にかかる費⽤について、⾦融機関の紹介、契約関連のフォローアップを実施。⾷のまちづくりコンソのアプリ制作
に、アプリ開発事業者をマッチングするなど、必要に応じて他機関とのマッチングを実施。各団体の管理部⾨担当者に対し、会計報告、
事業報告等の書類作成⽀援を実施。団体が実施する会議、フォーラムなどでの、運営⽀援や⼈材紹介。実⾏団体の活動を広く⼀般に認
知してもらうため、⼭梨県内会場で、⼀般参加者を募集し、休眠預⾦活⽤事業、実⾏団体の活動を紹介するフォーラムを実施した。県、
⼤学、シンクタンク、地域団体らが参加し、団体同⼠の交流も実施した。 

6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
・実⾏団体伴⾛⽀援、相談、⾯談、関係者へのヒアリングなど、オンラインや電話の活⽤ 

 ・感染症対策を⼗分⾏った上で、まん延防⽌措置がでてないときは、可能な限り、県内団体、組織への訪問、対⾯での会議 
 ・メッセンジャーなどＳＮＳを活⽤しての情報共有 

 
③広報に関する報告 
シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 スペースふう ⼭梨⽇⽇新聞（11 ⽉ 30 ⽇、22 年 1 ⽉ 1 ⽇）、テレビ⼭梨（12 ⽉ 16 ⽇） 
 ⾷のまちづくりラボコンソーシアム 講座・イベントを地⽅紙に掲載 

2.広報制作物等 
 休眠預⾦活⽤フォーラム（12 ⽉ 19 ⽇＠⼭梨県甲府市）ちらし 

3.報告書等 
富⼠⼭クラブ 2020 年度 活動報告書 （紙・WEB上デジタル公開） 
 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

 休眠預⾦活⽤フォーラム（12 ⽉ 19 ⽇＠⼭梨県甲府市） 
 

 
 
④規程類の整備に関する報告  
1. 規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
 
2.  変更があった規程類に関して JANPIA に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  þ JANPIA の窓⼝を利⽤ 

 
3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 


